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の
は
、
日
本
の
１０
分
の
１
の
国
土
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
鉄
道
網（
路
線
密
度
世
界
一
、

国
鉄
が
６
割
）、
生
協
の
店
の
多
さ
（
ミ

グ
ロ
と
コ
ー
プ
が
小
売
業
の
１
位
と
２

位
）、
公
衆
ト
イ
レ
の
清
潔
さ
、
環
境
意

識
が
高
い
（
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
駅
前
は
電

気
自
動
車
と
馬
車
の
み
）、
対
ユ
ー
ロ
に

対
す
る
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
高
（
日
本
円
以
上

だ
っ
た
の
で
、
カ
ー
ド
の
支
払
い
は
日
本

円
を
選
択
）、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
空
港
で
は
フ

ラ
ン
ス
語
で
迎
え
ら
れ
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で

は
ド
イ
ツ
語
で
送
ら
れ
た
こ
と
。そ
し
て
、

銀
行
が
昼
休
み
の
２
時
間
閉

ま
っ
て
い
た
こ
と
。

　

人
口
は
約
７
５
０
万
人
な
の

に
、
２
７
０
０
を
超
え
る
基
礎

自
治
体
が
あ
る
連
邦
国
家
ス
イ

ス
。
１１
月
の
国
王
夫
妻
の
来
日

で
、
幸
福
度
世
界
一
の
小
国

「
ブ
ー
タ
ン
」
が
注
目
さ
れ
た

が
、「
豊
か
さ
と
は
何
か
」
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
旅
だ
っ
た
。

　
“
効
率
化
・
効
率
化
”
と
市
町
村
合
併

を
進
め
、
中
国
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
抜
か
れ
た
と

大
騒
ぎ
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
乗
り
遅
れ
る
な
と

地
域
と
生
活
破
壊
に
突
き
進
も
う
と
し
て

い
る
日
本
。
震
災
後
の
目
指
す
べ
き
復
興

は
、「
幸
福
度
、
人
間
と
し
て
の
豊
か
さ
」

の
国
づ
く
り
で
は
な
い
の
か
。

　

ち
な
み
に
、
ス
イ
ス
国
の
標
語
は
「
一

人
は
す
べ
て
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
す
べ

て
は
一
人
の
た
め
に
」
で
あ
る
。

くらし に 生 か そ う
憲 法 ９ 条・２ ５ 条

NO.95

阿夫利嶺（横井　博さんの作品）

・表紙写真／コラム散
歩道� ❶

・手作り文化祭／薬膳
料理� ❷
・こだま会長寿祝い制
度案� ❸
・楽しい趣味の会� ❹
　歴史教室／こだま俳壇／
・会員紹介（鈴木志げ子
さん）／こだまサロン�
� ❺

・かながわ９条祭り／
県職員九条の会平和
学習会� ❻
・予告／輝け高齢期か
ながわの集い� ❼

・絵手紙／映画随想／
タケちゃんの料理教室�
�� ❽

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局までご一報を。

　
「
２
人
揃
っ
て
あ
と
何
回
海

外
旅
行
に
い
け
る
か
な
」
と
い

う
妻
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、

「
体
力
が
な
け
れ
ば
行
け
な
い
、

か
つ
、
初
め
て
の
と
こ
ろ
」
か

ら
と
な
り
、
昨
年
の
８
月
２８
日

か
ら
９
月
６
日
、『
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の

旅
１０
日
間
』
の
２
人
だ
け
の
団
体
旅
行
に

で
か
け
た
。

　
「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
〜
グ
リ
ン
デ
ン
バ
ル
ト

〜
ゴ
ル
ナ
グ
ラ
ー
ド

〜
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
〜

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
〜

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
」
の

電
車
の
旅
。

　

最
大
の
目
的
は
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
。
グ
リ

ン
デ
ン
バ
ル
ト
で
３

泊
し
、
２
日
目
に
、

登
山
電
車
で
ユ
ン
グ

フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
の
展

望
台（
３
４
６
４
ｍ
）

に
。
帰
り
は
「
ア
イ

ガ
ー
グ
レ
シ
ャ
ー
」
で
途
中
下
車
し
、
ア

ル
ピ
グ
ン
ま
で
の
２
駅
を
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
。
翌
日
は
グ
ロ
ッ
ツ
ェ
シ
ュ
デ
ッ
ク
か

ら
プ
ス
ア
ル
プ
ま
で
の
約
６
時
間
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
満
喫
し
た
。

　

雪
を
か
ぶ
っ
た
ア
イ
ガ
ー
、
モ
ン
ヒ
な

ど
の
４
千
ｍ
級
の
山
々
を
見
な
が
ら
の
山

歩
き
は
最
高
だ
っ
た
。

　

自
然
の
美
し
さ
以
外
に
印
象
深
か
っ
た

スイスアルプスの旅
感じた「豊かさ」

　加瀬　文隆
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絵画や写真、紙ヒコーキを出展

ビーズ手芸を出展の高橋さん

参加者が次々と踊りの輪に

こだま句会の俳句

　

１７
回
目
を
迎
え
た
神
奈
川
自
治
労
連
退

職
者
会
の
「
ふ
れ
あ
い
手
作
り
文
化
祭
」

（
昨
年
１１
月
２３
日
・
勤
労
感
謝
の
日
）。

　

会
場
の
横
浜
市
従
会
館
３
階
に
は
、
切

り
絵
や
写
真
、
ス
ケ
ッ
チ
、
絵
手
紙
、
油

絵
、
水
彩
画
、
手
芸
、
俳
句
・
短
歌
、
書

道
な
ど
、
こ
の
１
年
間
の
各
サ
ー
ク
ル
や

愛
好
会
の
と
り
く
み
が
紹
介
さ
れ
、
力
作

ぞ
ろ
い
に
皆
、
食
い
入
る
よ
う
に
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
か
ら
の
出
展
は
油
絵
１
人
、

水
彩
画
１
人
、
写
真
１
人
、
俳
句
１７
人
、

ビ
ー
ズ
手
芸
１
人
、
演
芸
２
人
、
紙
飛
行

機
模
型
１
人
で
し
た
。

　

演
芸
会
場
の
４
回
ホ
ー
ル
は
満
杯
で
、

熱
気
む
ん
む
ん
。
軽
食

を
と
り
な
が
ら
、
各

テ
ー
ブ
ル
で
会
話
が
弾

み
ま
す
。

　

舞
台
で
は
、
歌
や
踊

り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
着
付

け
な
ど
が
次
々
に
披
露

さ
れ
、
御
ひ
ね
り
も
飛

び
、
ヤ
ン
ヤ
の
喝
采
。『
も
み
じ
』
な
ど

を
み
ん
な
で
合
唱
し
、フ
ィ
ナ
ー
レ
は『
阿

波
踊
り
』。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
踊
り
に
、
参

加
者
が
次
々
と
踊
り
の
輪
に
加
わ
り
ま
す
。

　

ま
さ
に
「
ふ
れ
あ
い
手
作
り
文
化
祭
」

で
す
。
来
年
は
、
こ
だ
ま
会
か
ら
の
出
展

を
も
っ
と
増
や
し
て
、
交
流
を
深
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。�

（
鳥
海
敏
雄
）

神奈川自治労連退職者会 第１７回
ふれあい
手作り
文化祭

絵画・写真・絵手紙・
手芸・俳句・書道など
力作ぞろい

合唱や踊りで
熱気ムンムン

　

風
邪
予
防
の
薬
膳
料
理
の
会
が
、
亀
井

禎
子
会
員
を
中
心
に
昨
年
の
１１
月
２４
日
、

横
浜
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

初
め
て
の
方
も
多
く
、
１１
人
で
し
た
。

〈
レ
シ
ピ
の
紹
介
〉

①
生
姜
入
り
の
ご
飯

　

５
セ
ン
チ
く
ら
い
の
長
さ
で
、
針
の
よ

う
に
切
っ
た
生
姜
を
、
酒
と
醤
油
と
と
も

に
炊
き
込
む
。
さ
わ
や
か
な
生
姜
の
香
り

が
ふ
わ
っ
と
あ
が
る
。

②
山
芋
と
人
参
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

　

山
芋
・
人
参
・
玉
ね
ぎ
を
炒
め
、
党と

う

参じ
ん

の
煎
じ
液
で
煮
る
。
ス
ー
プ
の
素
で
味
付

け
、ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。
牛
乳
を
加
え
、

塩
と
胡
椒
で
味
を
整
え
る
。
く
こ
の
実
を

散
ら
す
。

③
ト
リ
の
も
も
肉
の
酒
塩
か
ら
揚
げ

　

酒
と
塩
を
も
み
込
ん
だ
一
口
大
の
ト
リ

肉
と
、
シ
シ
ト
ウ
、
レ

ン
コ
ン
の
薄
切
り
、
マ

イ
タ
ケ
を
揚
げ
る
。
ト

リ
は
二
度
揚
げ
。
レ
モ

ン
や
ス
ダ
チ
を
か
け
て

食
べ
る
。

④
キ
ャ
ベ
ツ
・
菊
花
・

白
キ
ク
ラ
ゲ
な
ど
の
甘
酢
漬
け

　

キ
ュ
ウ
リ
や
細
い
短
冊
切
り
人
参
、

シ
ョ
ウ
ガ
の
千
切
り
も
加
え
る
。

⑤
サ
ト
イ
モ
の
ユ
ズ
味
噌
あ
ん
か
け

　

白
味
噌
３
０
０
グ
ラ
ム
と
赤
味
噌
３０
グ

ラ
ム
、酒
、砂
糖
、み
り
ん
各
大
さ
じ
６
、

す
っ
た
ユ
ズ
１
個
を
弱
火
で
ゆ
っ
く
り

練
っ
た
ユ
ズ
味
噌
は
、
ご
飯
に
つ
け
て
も

美
味
し
い
。冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
と
便
利
。

⑥
シ
ナ
モ
ン
紅
茶

　

紅
茶
を
シ
ナ
モ
ン
粉
末
で
香
り
良
く
！

　

甘
く
て
素
晴
ら
し
い
デ
ザ
ー
ト
で
す
。

（
山
本
文
子
）

風
邪
予
防
の
薬
膳
料
理

食
文
化
を
楽
し
む
会
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（3）　第　９５　号 ２０１２年（平成２４年）１月１５日神奈川県職労連 退職者こだま会報

幹事会の長寿祝い制度（案）

長寿祝い制度（案）
現行弔慰金制度
（参考）

理　由　説　明

対象年齢
７７歳（各年度の４月１日時点で満７７歳を
迎えた者。喜寿）

なし
最新のデータで６０歳の平均余命が男性
２２．８７年、女性２８．４６年ということから。

対 象 者
・�終身会費会員
・�年会費会員（ただし、会員期間１０年以
上の者）

終身会費会員
のみ

年会費は３，０００円であり、終身会費会員
とのバランスから、条件をつけて、新
規対象とした。

祝い金等
１）�３千円相当の記念品
２）総会後の懇親会への無料招待

５，０００円

会報の発行経費だけで１回約２２５円。�
６０歳から８５歳まで１００回受け取るとし
て２２，５００円かかる。終身会費２５，０００円
でまかなうとすると、その他諸経費も
考え、弔慰金制度を廃止し、祝い金等
を設定した。

制度施行
日及び経
過措置

１）�施行日：２０１３年４月１日
２）�経過措置：段階的に７７歳に引き下げる
　　２０１３年度：８０歳以上の者
　　２０１４年度：８０歳・７９歳・７８歳
　　２０１５年度：７８歳・７７歳
　　２０１６年度：７７歳

会員の内、８０歳以上が約２３０人、７７歳以
上７９歳未満が約２３０人という年齢構成
をふまえて、経過措置を設けた。

　ここ数年、定期総会や幹事会で、「会員のつながりを強めるためには、本人が亡くなっ
てからの弔慰金制度（単身者など把握が困難なケースもある）より、生存中の長寿祝い
制度の方が良いのでは」との意見をふまえ、制度見直しの議論をしてきました。その結果、
２０１１年１０月１８日の幹事会で、下記の（案）がまとまりました。
　そこで、会員の皆様の意見を集約し、その意見をふまえ、今年６月開催予定の「こだ
ま会定期総会」にはかり、決定することとしました。
　つきましては、同封の葉書のアンケートに記入し、２月５日までに返送下さい。

神奈川県職労連退職者こだま会

「長寿祝い制度の新設と
弔慰金制度廃止」（案）に対する
会員アンケートの実施について
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第　９５　号　（4）２０１２年（平成２４年）１月１５日 神奈川県職労連 退職者こだま会報

こ
だ
ま
俳
壇
（
１２
月
）

星
空
を
眺
め
つ
く
し
て
障
子
閉
ず

�

中
村　

桂
子

冬
晴
や
夫
の
精
出
す
外
仕
事

�

島
田
多
嘉
子

冬
晴
や
手
押
し
車
の
ひ
よ
こ
組

�

三
井　

光
子

み
ち
の
く
の
訛
り
に
慣
れ
て
冬
の
星

�
坂　
　
　

守

軽
や
か
に
冬
帽
子
編
む
友
傘
寿

�

松
尾
佐
知
子

老
い
病
む
も
な
お
冬
耕
す
農
ご
こ
ろ

�

小
川　

水
草

す
じ
雲
は
龍
の
昼
寝
か
冬
日
和

�

白
井
保
次
郎

耳
鳴
り
の
聴
け
ば
聴
こ
え
て
冬
ざ
る
る

�

佐
藤　

安
弘

冬
日
和
樹
木
に
亀
甲
羅
干
し

�

井
村　

友
彦

冬
晴
や
句
碑
立
つ
水
辺
人
集
う

�

横
川
美
代
子

膝
う
ず
き
己
一
人
の
炬
燵
か
な

�

白
石　

為
康

冬
晴
や
皇
帝
ダ
リ
ヤ
に
人
だ
か
り

�

鈴
木
志
げ
子

冬
晴
や
電
線
地
中
空
広
し

�

木
村　

武
子

な
ん
と
ま
あ
天
橋
立
に
冬
の
虹

�

田
中　

一
男

冬
麗
の
猫
堂
々
の
散
歩
か
な

�

鳥
海　

敏
雄

開
戦
日
曇
り
の
ち
雨
銀
杏
散
る

�

太
田　

土
男

趣
味
の
会
は
、
長
生
き
の
散
歩
道

ご
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
！！

寒
川
神
社
と
梶
原
景
時

館
跡
を
訪
ね
て

第５１回
歴史教室
散策

　

昨
年
の
１１
月
１４
日
（
日
）
１０
時
か
ら
１５

時
、女
性
５
人
、男
性
８
人
の
計
１３
人
で
、

寒
川
神
社
と
梶
原
景
時
館
跡
を
散
策
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に

　
Ｊ
Ｒ
相
模
線
沿
線
の
寒
村
の
地
、
寒
川

町
に
は
、
中
世
か
ら
関
東
一
円
に
信
奉
の

あ
る
相
模
国
一
之
宮
寒
川
神
社
が
あ
る
。

ま
た
、
鎌
倉
時

代
に
「
寒
川
一

之
宮
」
に
居
を

構
え
た
藤
原
景

時
の
館
跡
も
あ

る
。

　

寒
川
神
社
隆

盛
の
秘
密
は
？

　

ま
た
、
源
頼

朝
の
重
臣
・
梶

原
景
時
の
生
涯

は
？　

こ
れ
が

今
回
の
歴
史
散

策
の
目
的
で
あ

る
。

〈
散
策
経
路
〉

①
寒
川
神
社
（
相
模
国
一
之
宮
）

　

創
建
は
定
か
で
は
な
い
が
、
平
安
時
代

よ
り
「
寒
川
神
」（
寒
河
神
）
と
い
わ
れ

て
い
た
ら
し
い
。
現
在
は
八
方
除
の
神
様

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。一
之
宮
と
は
、

平
安
中
期
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
国
司

が
神
社
の
奉
拝
の
順
位
を
つ
け
た
も
の
。

相
模
国
に
は
四
之
宮
ま
で
あ
る
。
本
殿
の

裏
に
、
か
つ
て
泉
が
湧
い
て
い
た
。「
清

い
泉
」と
し
て
、こ
の
地
を
開
拓
し
た
人
々

が
祀
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
（
柳
田
国
男

説
）。

②
安
楽
寺

　

創
建
は
古
く
、
か

つ
て
は
寒
川
神
社
の
別
当
寺
。

③�

応
神
塚
（
現
在
は
大
神
塚
）

　

安
楽
寺
の
裏
手
に
あ
る
前
方
後
円
墳
。

築
造
は
５
世
紀
前
半
。
か
つ
て
寒
川
神
社

の
祭
神
が
八
幡
神
（
応
神
天
皇
）
で
あ
っ

た
の
で
、
応
神
塚
と
い
わ
れ
て
い
た
。

④
梶
原
景
時
館
跡

　

こ
の
あ
た
り
の
一
之
宮
郷
は
、
景
時
の

領
地
。
平
家
方
で
あ
っ
た
景
時
は
、「
し

し
ど
の
窟い

わ

」
で
頼
朝
を
見
逃
し
、
鎌
倉
幕

府
創
建
に
貢
献
。
頼
朝
の
死
後
に
追
放
さ

れ
、寒
川
一
之
宮
か
ら
京
に
向
か
う
途
中
、

殺
害
さ
れ
た
。
和
歌
を
た
し
な
む
文
武
に

秀
で
た
武
将
。

⑤
伝
梶
原
七
士
の
墓

　

館
跡
近
く
に
景
時
の
武
将
七
士
の
塔
墓

が
淋
し
く
立
っ
て
い
る
。

　
ま
と
め

　

寒
川
の
地
は
、
２
千
年
前
、
古
相
模
湾

の
入
り
口
で
あ
っ
た
。
応
神
塚
か
ら
こ
の

地
を
治
め
た
豪
族
や
、
こ
の
地
を
開
拓
し

た
民
衆
（
民
百
姓
な
ど
）
が
寒
川
神
社
を

信
奉
し
、
現
在
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
古
代
交
通
路
（
日
本
武
尊
の
道
や

平
安
時
代
の
道
、江
戸
時
代
の
中
原
往
還
）

で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。

　
終
わ
り
に
拙
句
を

　

じ
じ
ば
ば
も
一
之
宮
行
く
七
五
三

　

残
菊
や
景
時
い
ず
こ
館
跡

扶
助
子
（
湯
川　

勉
）

寒川神社の神（桜）門から本殿を望む。例年、正月
元旦より「迎春干支ねふた奉灯」がされている

拝（本）殿の前で
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会
館
の
館
長
を
４
年
務
め
て
退
職
し
ま
し

た
。こ

だ
ま
会
の
こ
と

　

退
職
者
こ
だ
ま
会
で
は
、
代
表
幹
事
を

ま
し
た
。

　

当
時
は
、「
結
婚
し
た
ら
仕
事
を
や
め

る
」
か
ら
、「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
仕
事

を
や
め
る
」
時
代
に
。
こ
こ
か
ら
、
家
庭

と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
時
代
を
切
り
開
く

一
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
が
連
帯
し
て
共
に
歩
む
こ
と
で
、

今
の
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
が
出
て

き
た
と
思
い
ま
す
。女
性
に
か
か
わ
る
二
、

三
の
仕
事
を
し
、
最
後
は
県
立
勤
労
婦
人

り
、地
域
の
人
と
踊
り
や
筝
を
習
っ
た
り
、

楽
し
い
時
間
を
送
り
ま
し
た
。

　

私
の
最
近
の
俳
句

　

鍋
料
理
ゆ
げ
の
向
う
に
猫
の
顔

健
康
を
第
一
に

�

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
　

　

８０
歳
に
な
っ
た
時
、
変
形
性
膝
関
節

症
で
両
膝
の
手
術
を
半
年
お
き
に
し
ま

し
た
。「
人
口
関
節
置
換
術
」。
遠
く
さ

か
の
ぼ
っ
て
、
若
く
村
々
を
駆
け
め

ぐ
っ
て
い
た
頃
、
夜
の
座
談
会
の
あ
と

オ
ー
ト
三
輪
に
同
乗
し
て
事
故
に
合

い
、
足
を
痛
め
た
の
が
も
と
で
し
ょ
う

か
。

　

今
は
リ
ハ
ビ
リ
で
現
状
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
の
や
り
す
ぎ
、

あ
せ
り
す
ぎ
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大

事
。
８２
歳
の
時
、
老
後
は
子
ど
も
の
世

話
に
な
ら
ず
、
経
済
的
に
も
自
立
し
て

や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
、
地
域
の
福
祉

ク
ラ
ブ
生
協
の
経
営
す
る
有
料
老
人

ホ
ー
ム
に
入
り
ま
し
た
。

　

体
力
を
保
つ
よ
う
心
が
け
、“
笑
顔

を
忘
れ
ず
に
”
の
日
々
で
す
。

　

情
報
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、「
高

齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
な
ど

に
入
り
、
広
く
情
報
を
得
な
が
ら
、
最

近
は
麻
雀
や
編
み
物
を
習
い
は
じ
め
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
コ
ア
北
鎌
倉
の
ホ
ー
ム
に
伺
い
、
や

さ
し
い
笑
顔
、
で
も
凛
々
し
い
笑
顔
で

お
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
木
村
武

子
・
島
田
多
嘉
子
）

し
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
、
会
は

脆
弱
で
し
た
。“
会

員
と
共
に
”
部
長
も

ヒ
ラ
も
同
じ
フ
ラ
ッ

ト
に
立
つ
会
と
し

て
、高
齢
期
の
年
金
、

福
祉
、
健
康
な
ど
の

問
題
に
と
り
く
み
ま

し
た
。

　

委
員
会
制
度
を

創
っ
た
り
、
上
野
多

恵
子
さ
ん
と
薬
膳
料

理
、
小
川
政
則
さ
ん

と
俳
句
の
会
を
立
ち

上
げ
た
の
は
、
楽
し

い
思
い
出
で
す
。

　

退
職
後
、
現
役
時

代
か
ら
習
っ
て
い
た

茶
の
湯
を
教
え
た

会員
紹介
−３３−

た
私
は
、「
生
活
改
良
普
及
員
」
の
仕

事
に
あ
こ
が
れ
、神
奈
川
県
に
就
職
し
、

農
村
に
入
り
ま
し
た
。

　

戦
後
の
農
村
婦
人
は
、
家
の
働
き
手

で
し
か
な
く
、
家
族
制
度
に
縛
ら
れ
惨

め
で
し
た
。
何
か
し
た
い
︱
︱
若
月
俊

一
さ
ん
（
長
野
県
佐
久
総
合
病
院
長
）

の
著
書
を
読
み
、
感
銘
を
受
け
、
思
い

切
っ
て
尋
ね
て
行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
、「
人
間
は
セ
ン
チ
メ
ン

タ
ル
で
あ
っ
て
も
い
い
か
ら
、
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」。
こ
の

一
言
が
私
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
農
民
に
聞
き
な
さ
い
」、
農

民
の
た
め
で
は
な
く
、「
農
民
と
共
に
」

の
姿
勢
を
学
び
、農
家
を
駆
け
め
ぐ
り
、

生
活
改
善
に
つ
い
て
語
り
、
聞
き
、
教

え
あ
っ
た
の
で
し
た
。

働
く
女
性
と
し
て

　

結
婚
し
て
働
き
続
け
る
女
性
は
少
な

い
時
代
で
し
た
が
、
仕
事
を
し
子
育
て

を
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
社
会
的
環

境
、
機
能
は
貧
弱
で
あ
り
、
苦
労
を
し

門
出
、
そ
し
て

旅
立
ち

　

神
奈
川
県
立
栄

養
専
門
学
校
を
出

手づくり文化祭にて

“共に生きる”仲間づくり
　笑顔の人� 鈴木志げ子さん　　
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県職員九条の会の仲間たち

大通り公園で「九条まつり」

６周年記念の「平和の集い」

講師の
綿井健陽さん

　

私
た
ち
県
職
員
九
条
の
会
は
、
昨
年
の

１２
月
で
丸
６
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
会
は
、「
憲
法
９
条
を
守
る
」

の
思
い
で
あ
つ
ま
っ
た
、
現
役
の
県
職
員

は
も
ち
ろ
ん
県
関
連
職
員
、
家
族
、
退
職

職
員
、
組
合
員
も
管
理
職
も
組
合
員
で
な

い
人
も
参
加
で
き
る
会
で
す
。

　

年
１
回
の
「
講
演
会
」
と
憲
法
に
関
る

「
学
習
会
」
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

「
九
条
ま
つ
り
」
に
模
擬
店
出
店

　

昨
年
は
、
１１
月
１３
日
の
日
曜
日
に
、
横

浜
大
通
り
公
園
で
開
催
さ
れ
た
、「
九
条

祭
り
」（
九
条
か
な
が
わ
の
会
を
中
心
と

し
た
実
行
委
員
会
主
催
）
に
模
擬
店
を
初

め
て
出
し
、
挽
き
立
て
の
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
と
ワ
イ
ン（
チ
ー
ズ
の
つ
ま
み
付
き
）

を
提
供
し
ま
し
た
。

　
「
小
銭
が
な
い
。
１
万
円
で
お
釣
り
を

ち
ょ
う
だ
い
」「
お

ま
け
し
て
」
な
ど
、

初
め
て
の
経
験
で
ば

し
た
。「
気
が
つ
い
た
ら
憲

法
改
正
案
が
で
き
て
い
た
」

と
な
ら
な
い
よ
う
、
憲
法
を

身
近
な
事
か
ら
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
伯
義
郎
）

し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
で

憲
法
を
考
え
よ
う

　

衆
参
両
院
で
憲
法

調
査
会
が
始
ま
り
ま

た
ば
た
し
ま
し
た
が
、
完
売
し
ま
し
た
。

　

県
職
員
九
条
の
会
の「
５
年
間
の
活
動
」

の
パ
ネ
ル
展
示
も
行
い
、
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ん
と
記
念
写
真
を

撮
る
な
ど
、
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

６
周
年
を
記
念
し
て「
平
和
の
集
い
」

　

１２
月
１０
日
に
は
、
６
周
年
に
な
る
「
平

和
の
集
い
」
を
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
原
発
事
故
が
あ
り
、
放
射
能
汚

染
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
憲
法
２５

条
に
も
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、「
福
島

第
一
原
発
取
材
の
現
場
か
ら
」
の
講
演
。

　

講
師
の
綿
井
健
陽
さ
ん
は
、「
見
え
な

い
」「
危
険
性
を
知
ら
な
い
」
こ
と
の
恐

ろ
し
さ
を
、
映
像
で
示
し
な
が
ら
問
い
掛

け
ま
し
た
。
普
通
に
生
活
す
る
こ
と
を
、

権
利
と
し
て
と
ら
え
る
大
切
さ
を
感
じ
ま

「気がついたら憲法改正案が
� できていた」とならないために

九条かながわの会・県職員九条の会

お
す
す
め
の
一
冊

日本ビジュアル・ジャーナリスト
協会編／凱風社刊／１８００円＋税

『
３
・
１１
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
』

大
津
波
と
核
汚
染
の
現
場
か
ら

●�

０２
年
７
月
に
発
足
し
た
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
ビ
デ
オ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
集
団
「
日
本
ビ

ジ
ュ
ア
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
」
編

に
よ
る
写
真
集
『
３
・
１１
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
』。
県
職
員
九
条
の
会
の
平
和
の
集

い
で
講
演
し
た
綿
井
健
陽
さ
ん
も
そ
の

一
人
で
す
。

●�

フ
リ
ー
の
映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち

が
、
被
災
者
た
ち
と
と
も
に
怒
り
、
一

個
の
人
間
と
し
て
、
大
津
波
と
放
射
能

汚
染
と
向
き
合
い
、写
真
集
と
し
て
刊
行
。

●�

他
に
「
３
・
１１

−

日
常
か
ら
非
日
常
の

被
災
地
へ
」
の
緊
急
座
談
会
や
、
特
別

寄
稿
「
地
に
堕
ち
た
核
の
安
全
神
話
」

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
名
誉
教

授
の
ガ
バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
氏
）
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
７

月
刊
。
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基調報告をする中里代表委員

●歴史教室（散策）＜第５２回＞
テーマ　歴史の道コース「称名寺」など
と　き　３月１５日（木）
集　合　�京急「金沢文庫」駅改札口�

午前１０時
会　費　５００円
講　師　中村猪一郎会員（予定）
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　又は０４５（３６１）０１１２（佐藤喜治）
●　俳句教室
月例句会（毎月第２木曜日１３時〜）
　２月９日　３月８日　４月１２日
ところ　�神奈川自治会館又はこだま会

事務所
指　導　太田土男先生（俳人協会評議員）
会　費　５００円
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　又は井村友彦０４６３（８１）４４９３
●囲碁同好会
（会場を藤沢市内に変更しました）
月例会（毎月第１日曜日）
場　所　藤沢市
申込先　�こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　又は青沼慶祐０４５（７８２）７６６５
●食文化を楽しむ会（薬膳料理）
と　き　７月予定（詳細は次号）
ところ　横浜市健康福祉センター調理
　　　　実習室（JR桜木町駅前）
テーマ　夏を乗り切る薬膳料理（予定）
講　師　亀井禎子会員
申込先　山本文子　０３（３７２８）２２２７
　　　　亀井禎子　０４５（３３２）４６０１
●「こだまサロン」（毎月最終木曜日）
と　き　�１月２６日　２月２３日（いずれ

も１４時〜１６時）
ところ　�かながわ県民センター１０階

「ボランティアサロン」（横浜
駅西口徒歩５分）

テーマ　�みんなで決めてフリートーク
目　印　�テーブルに「こだま会」の表

示をしておきます。
問合先　�こだま会事務所０４５（２１２）３１７９

鳥居伸太郎

　
「
地
域
と
仲
間
の
連
帯
で
孤
独
死
を
防

ぎ
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
」「
震
災
復
興
支
援
に
名
を
か
り
た
増

税
、
社
会
保
障
改
悪
に
反
対
し
よ
う
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
第
７
回
輝
け
高
齢
期

か
な
が
わ
の
集
い
」が
昨
年
の
１１
月
２１
日
、

横
須
賀
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。「
こ
だ

の
暮
ら
し
は
ど
う
な
る
」
と
題
し
記
念
講

演
。

　

山
口
さ
ん
は
、「
野
田
内
閣
は
発
足

早
々
、
消
費
税
を
１０
％
ま
で
引
き
上
げ
る

と
の
方
針
を
、
国
民
に
は
黙
っ
て
、
世
界

に
向
け
て
表
明
。
国
民
無
視
の
暴
走
を
は

じ
め
た
」「
復
興
増
税
で
庶
民
に
は
８
兆

円
増
、
大
企
業
に
は
１１
兆
円
減
税
。
次
々

と
改
悪
案
を
打
ち
上

げ
る
『
一
体
改
革
』

な
ど
、　

野
田
内
閣

の
も
と
で
、
社
会
保

障
『
改
革
』
の
具
体

化
が
加
速
し
て
い

る
」「
年
金
支
給
開

始
年
齢
の
６８
〜
７０
歳
ま
で
の
先
延
ば
し
な

ど
、
小
泉
政
権
時
代
の
『
構
造
改
革
』
を

上
回
る
社
会
保
障
費
の
削
減
・
大
改
悪
を

す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
強
調
。
図

や
表
を
使
い
、
大
変
わ
か
り
や
す
い
講
演

で
し
た
。
生
活
を
破
壊
す
る
「
消
費
税
増

税
と
社
会
保
障
大
改
悪
」
に
反
対
の
声
を

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

（
青
沼
慶
祐
）

第７回輝け高齢期かながわの集い in 横須賀

年
金
・
介
護
な
ど
話
題
は
い
っ
ぱ
い
。

　
「
介
護
の
さ
れ
方
」「
遺
産
相
続
」「
葬

送
と
お
墓
」
な
ど
、
足
と
口
が
達
者
な
う

ち
に
、
サ
ロ
ン
で
気
軽
に
意
見
交
換
す
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
こ
だ
ま
サ
ロ
ン
」
は
県
民
セ
ン
タ
ー

１０
階
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
で
、
毎
月

最
終
木
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
、
新
年
は

１
月
２６
日
に
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。�

（
鳥
居
伸
太
郎
）

　

昨
年
１０
月
２７
日
と
１１
月
２４
日
、「
こ
だ

ま
サ
ロ
ン
」
を
横
浜
駅
西
口
か
ら
ほ
ど
近

い
県
民
セ
ン
タ
ー
１０
階
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ロ
ン
で
開
設
し
ま
し
た
。

　

平
日
木
曜
日
の
午
後
で
ゆ
っ
た
り
と
し

た
雰
囲
気
で
す
。
話
題
は
現
職
労
働
組
合

と
知
事
や
職
員
の
こ
と
、
私
た
ち
世
代
の

子
ど
も
（
３０
〜
４０
歳
代
）
の
就
職
や
結
婚

の
問
題
、
特
に
子
の
世
代
が
非
正
規
労
働

者
で
あ
っ
た
り
、
未
婚

で
、
孫
の
話
題
も
う
か

つ
に
で
き
な
い
話
、
深

刻
な
原
発
事
故
と
放
射

能
の
汚
染
問
題
、医
療
・

ま
会
」か
ら
は
、

４
人
が
参
加
し

ま
し
た
。　

　

代
表
委
員
・

中
里
龍
夫
さ
ん

の
基
調
報
告
に

続
き
、
中
央
社

会
保
障
推
進
協

議
会
事
務
局
次

長
の
山
口
一
秀

さ
ん
が
、「
税

と
社
会
保
障
の

改
悪
で
高
齢
者

「
こ
だ
ま
サ
ロ
ン
」

で
気
軽
に
交
流
を

震災復興支援に名を
かりた増税、社会保
障改悪に反対しよう
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昨
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
、
香
川
京
子
出
演
映
画
の

特
集
が
各
地
で
開
催
さ
れ

た
。
東
京
国
際
映
画
祭
で
は

「
香
川
京
子
と
巨
匠
た
ち
」

の
タ
イ
ト
ル
で
、
フ
ィ
ル
ム

セ
ン
タ
ー
で
は
出
演
映
画
の

特
集
と
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

き
っ
か
け
は
国
際
フ
ィ
ル
ム
・

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
連
盟
で
の
受
賞
で
あ

る
。
こ
の
世
界
的
な
連
盟
は
２
０
０

１
年
か
ら
毎
年
１
人
の
映
画
人
を
選

ん
で
表
彰
し
て
い
る
。

　

過
去
の
受
賞
者
に
は
ベ
ル
イ
マ
ン

や
ス
コ
シ
ー
シ
監
督
が
い
る
が
、
日

本
人
で
は
初
の
受
賞
で
あ
る
。

　

出
演
し
た
作
品
が
世
界
中
知
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
映
画
保
存
事
業
に
協

力
・
支

援
の
活

動
が
受

賞
の
理

由
で
あ
る
。

　

香
川
京
子
は
日
本
映
画
の
巨
匠
と

さ
れ
る
溝
口
健
二
、
小
津
安
二
郎
、

黒
澤
明
を
は
じ
め
、
成
瀬
巳
喜
男
、

今
井
正
、
内
田
吐
夢
等
の
日
本
映
画

の
黄
金
時
代
を
支
え
た
監
督
達
の
作

品
に
数
多
く
出
演
し
た
。『
ひ
め
ゆ

り
の
塔
』
の
女
学
生
、『
東
京
物
語
』

の
旧
家
の
末
娘
、『
近
松
物
語
』
の

若
女
房
な
ど
印
象
的
な
役
を
こ
な
し

た
が
、

や
は
り

黒
澤
映

画
で
示

し
た
演
技
は
特
筆
さ
れ
よ
う
。

　

骨
太
の
黒
澤
映
画
に
あ
っ
て
、

香
川
京
子
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
。

『
ど
ん
底
』
の
場
末
の
娘
、『
悪
い
奴

ほ
ど
よ
く
眠
る
』
の
官
僚
の
娘
、『
天

国
と
地
獄
』
の
中
年
の
妻
、
そ
し
て

今
で
も
名
演
技
と
い
わ
れ
る
『
赤
ひ

げ
』
の
狂
女
。
そ
れ
ま
で
の
明
る
く

爽
や
か
で
健
気
な
役
柄
が
多
か
っ
た

彼
女
が
、
一
転
し
て
演
じ
て
見
せ
た

色
情
狂
の
娘
は
実
に
凄
ま
じ
く
、
批

評
家
の
絶
賛
を
浴
び
た
。

　

一
朝
一
夕
に
演
じ
る
こ
と
の
出
来

な
い
、
ま
さ
し
く
多
く
の
監
督
か
ら

学
ん
だ
演
技
の
集
大
成
で
あ
っ
た
。

　

今
も
現
役
の
女
優
だ
が
、
こ
れ
か

ら
も
『
お
母
さ
ん
』
で
親
娘
を
演
じ

た
田
中
絹
代
の
よ
う
に
、
生
涯
現
役

で
い
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

香
川
京
子
の
仕
事
　
田
中
一
男
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「
目
出
度
さ
も
中
く
ら

ゐ
也
お
ら
が
春
」（
一
茶
）。

皆
さ
ん
の
正
月
は
…
？
▼

年
末
、
野
田
首
相
は
「
福

島
原
発
事
故
収
束
」
を
宣

言
。
し
か
し
、
炉
心
状
態

や
汚
染
水
漏
れ
等
は
不
明

の
ま
ま
▼
避
難
住
民
は
ふ

る
さ
と
に
戻
れ
ず
、
放
射

能
汚
染
は
全
国
に
拡
散
▼

現
実
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、
高
齢
者
パ
ワ
ー
を
発

揮
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
鳥
〉

奥津弘久さんの作品

絵 

手 

紙

Eメールアドレス　kodama@kensyokurou.ne.jp

大根の醤油煮
タケちゃんの料理教室 ②

●材料（作りやすい量）
　大根１㎏
●調味料（A）
　砂糖１５０g／醤油３００cc／酢６０g
●作り方
　①�大根は厚めに皮をむき、３〜４センチの長さに
切り、８ミリから１センチ角の拍子木切りにし
て１時間ほどザルに入れ水分を取る。

　②�調味料（A）を鍋に入れ、火にかけ、煮立ったら
火からはずし、すぐ大根を加え、１日漬け込む。

　③�２４時間後、大根を取り出し、漬け汁を煮立て、
火からはずし、再度漬け込み、１日置く。

　④③を繰り返し、２４時間漬け込む。
　⑤�汁を除き、保存容器に入れて冷蔵庫で保存�
（３カ月は大丈夫）。

＊�はやと瓜や胡瓜でも作れます。はやと瓜は皮と種
を除き、イチョウ切りにする。胡瓜はブツ切り、
又は乱切りにする。� （飯塚武弘）
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